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昭　和　41 年　版

大阪府統計年鑑

大 阪 府



大阪府の人口、産業、経済、教育、文化などの全分野にわたる統計資料のうち、基本的なものを

総合的かつ休系的に収録編さんして、ここに「昭和41年版大阪府統計年鑑」を刊行することになり

ました。

本書の創刊は明治14年の「大阪府統計表」にはじまり、自乗80有余年の歴史をもち、本府の刊行

物申最も古い伝統をもつものでありますが、第2次世界大戦中とその後におよぶ9年間（昭和16－

24年）は諸般の事情から中断を余儀なくされ、非常に残念な状態をみました。しかしながら昭和25

年に「大阪府統計年鑑」として復刊されて以来、今日まで刊行を継続して各位のど要望にこたえて

きました。

本書の第一の使命は、社会現象の計数的、歴史的記録を継承することにありますが、社会の発展

にともない、より高度な、又広範囲な統計が要求されるようになりましたので、これまでにも数字

にわたって改善を試み、一人でも多くの方々に利用していただくよう努力を重ねてまいりました。

しかし本書の内容にはまだ不十分な点が多々あることと思われますので、利用者各位の適切など批

評を仰ぎ、今後とも充実させてまいりたいと存じます。同時に、身近かにおかれ、あらゆる計画・

研究の基礎資料としてど利用下されば幸甚に存じます。

なお本書編さんに当り、格別のど協力をいただきました官公署ならびに各種団体に対し、厚くお

礼申し上げますとともに、将来とも変らぬど支援を賜わりますようお顔い申し上げます。

昭和42年　3　月

大阪府知事　左　■　藤　義　詮
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1．この年鑑は、大阪府の人口、経済、文化、および社会等の全分野にわたり、重要

かつ基本的な統計資料を繚合的に収録したものである。

2．収録資料の年次は昭和40年または年度にかかるものとし、参考のため過年次分を

付記することとしたが、資料の関係から、一部にこの原則がつらぬかれていない場

合がある。なお年次とは歴年、年度とは会計年度のことである。

3．資料の種類および様式は、本書前年版のそれをほぼ踏襲したが、今回あらたに収

録したもの、または廃止・変更したものもある。

4．計数単位は、すべてメートル法のそれに統一した。尺貫法あるいはヤードポンド

法による数字を必要とするときは、巻末の計量単位換算表により算出されたい。

5．計数の単位未満は四捨五入を原則とした。したがって、合計と内訳の計数とは、

一致しないことがある。

6．統計表および記述中の分析で、府民1人当りまたは1世帯当り等に換算表示した

ものは、特に注記のない限り当該年の10月1日現在数で算出した。

7．統計表中、符号の用法はつぎのとおりである。

〉　　　YM単位未満

一一一一・（（仰、－皆無または対象外

資料なしまたは不詳

一山一一WWY一一発表にさしつかえがあるもの

8．この年鑑に収録した資料について、さらに詳細な数字が必要なとき、あるいは疑

義のある場合は、各統計表脚注にある資料作成機関または本府企画部統計課に照会

されたい。
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